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平成２９年度 幌加内町決算審査特別委員会 第３日目 

 

平成３０年１０月３０日（火曜日） 

 

〇出席委員（ ８名） 

 委員長  ８番 齋 藤 雅 文 君 

  ６番 春 名 久 士 君（副委員長）  ５番 小 関 和 明 君（副委員長） 

１番 稲 見 隆 浩 君        ３番 中 川 秀 雄 君 

      ４番 市 村 裕 一 君        ７番 田 丸 利 博 君 

議長 小 川 雅 昭 君 

 

○欠席委員（ ０名） 

 

〇出席説明員 

    産 業 課 長        村  上  雅  之  君 

    産 業 課 主 幹        新  江  和  夫  君 

    産 業 課 副 主 幹        松  岡    剛    君 

    農業委員会事務局次長        柏  原    潤    君 

        教 育 長        小 野 田  倫  久  君 

    教 育 次 長        清  原  吉  則  君 

    学 務 課 長        内  山    渉    君 

    社 会 教 育 課 長        加  藤  洋  恵  君 

    給食センター次長        三  上  賢  逸  君 

    高等学校事務長        高  田  美  穂  君 

町      長  細  川  雅  弘  君 

総 務 課 長  大  野  克  彦  君 

産 業 課 長  村  上  雅  之  君 

建 設 課 長  宮  田  直  樹  君 

住  民  課  長  竹  谷  浩  昌  君 

保 健 福 祉 課 長  中  河  滋  登  君 

教 育 次 長  清  原  吉  典  君 

診 療 所 事 務 長     蔵  前  裕  幸  君 

地 域 振 興 室 長        山  本  久  稔  君 

    総務課主幹(税務係長)        三  浦  依 理 子  君 

 

〇出席事務局職員 

事 務 局 長  加  藤  誠  一  君 

書 記        岡  田  由  美  君 
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  再開 午前 ８時５７分 

 

 

◎３日目 審査開会の宣告 

〇委員長（齋藤雅文君） ただいまの出席委員数は７名であります。 

定足数に達していますので、平成 29年度決算審査特別委員会を再開いたします。 

 

 

◎開議の宣言 

〇委員長（齋藤雅文君） これから本日の委員会を開きます。 

 

 

◎一般会計 歳出 審査の開始（産業課所管） 

出席者：産業課長（村上雅之君）、産業課主幹（新江和夫君）、 

産業課副主幹（松岡剛君）、農業委員会事務局長（柏原潤君） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 一般会計 歳出「２款 総務費、５款 労働費、６款 農林水産業費、

７款 商工費」を一括して審査を行います。 

説明の発言を許します。 

 

〇産業課長（村上雅之君） 産業課長。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課長。 

〇産業課長（村上雅之君） （説明、記載省略） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは説明が終わりました。これから質疑に入ります。 

委員各位に申し上げます。質疑は挙手の上、起立をもって簡潔明瞭にお願いいたします。 

「２款 総務費、１項 総務管理費、５目 財産管理費」60ページから質疑を受けます。 

60ページ、61ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 「９目 町有林造成費」62ページから質疑を受けます。 

62ページ、63ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 64ページ、65ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） ２款、産業課所管全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 「５款 労働費、１項 労働費、１目 労働費」122ページから質疑を

受けます。 
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〇委員長（齋藤雅文君） 122ページ、123ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 「６款 農林水産業費、１項 農業費、１目 農業委員会費」124ペー

ジから質疑を受けます。 

〇委員長（齋藤雅文君） 124ページ、125ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 126ページ、127ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 128ページ、129ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 130ページ、131ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 132ページ、133ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 134ページ、135ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 136ページ、137ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 138ページ、139ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 140ページ、141ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 142ページ、143ページについて質疑ありませんか。 

 

○６番（春名久士君） 委員長、６番。 

〇委員長（齋藤雅文君） ６番、春名委員。 

○６番（春名久士君） 幌加内町水産業振興奨励補助金 110 万 7000 円であるが、資料を見ると３

件ほどの事業に補助金を支出しているようだが、どの様な調査、またどの様な成果があったのか報

告を伺いたい。 

 

〇産業課主幹（新江和夫君） 産業課主幹。 

〇委員長（齋藤雅文君） 産業課主幹。 

〇産業課主幹（新江和夫君） ２件の事業については朱鞠内湖漁業協同組合に支出をしています。

もう１件については、NPO 法人朱鞠内湖ワールドセンターに支出をしています。朱鞠内湖漁業協同

組合事業について、イトウを含めた淡水魚の増殖、産卵所の調査を行っています。この事業につい

ては事業費も大きく、また北海道の地域づくり総合交付金の対象にもなる事から道補助金と併せて

町補助金を合算して事業を行っています。事業内容しては、イトウを含めた淡水魚の産卵所がどの

河川でどれほどの数があるのかなど増殖に向けた調査を行っています。こちらは継続調査として基
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本３ヶ年で考えています。調査結果としては、これまで増殖が見られなかった河川について、放流

等の実施が必要となり現在も調査中です。ワカサギのふ化事業については、漁業協同組合でいろい

ろと手を尽くしていますが道内の漁業協同組合高齢化等があり、ワカサギの卵を購入する事ができ

ない事態となっており目標がなかなか達成できていない状態であります。朱鞠内湖ワールドセンタ

ーについては、サクッとワカサギの佃煮の事業を行うために漁船が必要となるが、モータボートの

エンジンが老朽化しているため、そちらの更新事業で支出をしています。 

 

〇委員長（齋藤雅文君） ６款、産業課所管、全般について質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 次に、「７款 商工費、１項 商工費、１目 商工振興費」144 ページ

です。 

〇委員長（齋藤雅文君） 144ページ、145ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 146ページ、147ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 148ページ、149ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 150ページ、151ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） ７款、全般について質疑ありませんか。 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは産業課所管の質疑を終わります。 

 暫時休憩いたします。  

 

 

 

休憩 午前 ９時２５分 

再開 午前 ９時３７分 

 

 

 

◎一般会計 歳出 審査の開始（教育委員会所管） 

出席者：教育長（小野田倫久君）、教育次長（清原吉典君）、学務課長（内山渉君）、 

幌加内高等学校事務長（髙田美穂君）、学校給食センター次長（三上賢逸君）、 

社会教育課長（加藤洋恵君） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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一般会計 歳出、10 款 教育費の審査を行います。説明の発言を許します。 

 

〇教育次長（清原吉典君） 教育次長。 

〇委員長（齋藤雅文君） 教育次長。 

〇教育次長（清原吉典君） （説明、記載省略） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは説明が終わりました。これから質疑に入ります。 

「10款 教育費、１項 教育総務費、１目 教育委員会費」168ページから質疑を受けます。 

168ページ、169ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 170ページ、171ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 172ページ、173ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 174ページ、175ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 176ページ、177ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 178ページ、179ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 180ページ、181ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 182ページ、183ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 184ページ、185ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 186ページ、187ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 188ページ、189ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 190ページ、191ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 192ページ、193ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 194ページ、195ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 196ページ、197ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（齋藤雅文君） 198ページ、199ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 200ページ、201ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 202ページ、203ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 204ページ、205ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 206ページ、207ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 208ページ、209ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 210ページ、211ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 212ページ、213ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 10款、全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは教育委員会所管の質疑を終わります。 

 

 

 

◎奨学資金 審査の開始（教育委員会所管） 

出席者：教育長（小野田倫久君）教育次長（清原吉典君）、学務課長（内山渉君）、 

幌加内高等学校事務長（髙田美穂君）、学校給食センター次長（三上賢逸君）、 

社会教育課長（加藤洋恵君） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 引き続き特別会計の審査を行います。 

奨学資金特別会計の審査を行います。説明の発言を許します。 

 

〇教育次長（清原吉典君） 教育次長。 

〇委員長（齋藤雅文君） 教育次長。 

〇教育次長（清原吉典君） （説明、記載省略） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは説明が終わりました。これから質疑に入ります。 

歳出８ページ、９ページについて質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 10ページ、11ページについて質疑ありませんか。  
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（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入６ページ、７ページについて質疑ありませんか。 

 

○５番（小関和明君） 委員長、５番。 

〇委員長（齋藤雅文君） ５番、小関委員。 

○５番（小関和明君） 返還金収入未済額 500 万 5000 円となっているが、単年度なのか通年の計

算なのか、返済できていないのはどの様な状況なのか伺いたい。 

 

〇教育次長（清原吉則君） 教育次長。 

〇委員長（齋藤雅文君） 教育次長。 

〇教育次長（清原吉則君） 年度は平成５年から平成 29 年度までで町内在住者もおり、その中で

は本人に面談しています。本年度については、連帯保証人からも約束を得ており正規な金額ではな

いが月額 5000円ずつ返還をしているところであり、努力もしているところであります。 

 

○６番（春名久士君） 委員長、６番。 

〇委員長（齋藤雅文君） ６番、春名委員。 

○６番（春名久士君） 平成５年から返還金収入未済が発生しているとのことだが、不納欠損は奨

学資金に該当とならいのか。また、不納欠損をしていく考えはないのか伺いたい。 

 

〇教育次長（清原吉則君） 教育次長。 

〇委員長（齋藤雅文君） 教育次長。 

〇教育次長（清原吉則君） 不納欠損ですが奨学資金については、原則ないものとして扱っていま

す。しかし、地方自治法上による不納欠損、例えば 10 年間本人に請求していない行為などがあれ

ば不納欠損の対象になりえる事から今後は検討していきたいと考えています。 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入、歳出全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君）それでは奨学資金特別会計の質疑を終わります。 

暫時休憩をいたします。 

 

 

 

休憩 午前１０時１５分 

再開 午前１０時３２分 
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◎一般会計 歳入 審査の開始  

出席者：町長（細川雅弘君）、教育長（小野田倫久）、総務課長（大野克彦君） 

産業課長（村上雅之君）、建設課長（宮田直樹君）、住民課長（竹谷浩昌君） 

保健福祉課長（中河滋登君）、診療所事務長（蔵前裕幸君）、地域振興室長（山本久稔君） 

税務係長（三浦依理子君）、教育委員会次長（清原吉則君） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。一般会計 歳入の審査を行

います。説明の発言を許します。 

 

〇総務課長（大野克彦君） 総務課長。 

〇委員長（齋藤雅文君） 総務課長。 

〇総務課長（大野克彦君） （説明、記載省略） 

 

〇委員長（齋藤雅文君） それでは説明が終わりました。これから質疑に入ります。 

１款、 徴税 10ページ、11ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 12ページ、13ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 14ページ、15ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 16ページ、17ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 18ページ、19ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 20ページ、21ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 22ページ、23ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 24ページ、25ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 26ページ、27ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 28ページ、29ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 30ページ、31ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 32ページ、33ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（齋藤雅文君） 34ページ、35ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 36ページ、37ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 38ページ、39ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 40ページ、41ページについて質疑ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 歳入全般について質疑を受けます。質疑ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 一般会計歳入の質疑を終わります。 

暫時休憩をいたします。 

 

 

 

休憩 午前１０時５４分 

再開 午前１０時５５分 

 

 

 

◎討 論 

〇委員長（齋藤雅文君） これより討論、採決に入りますので、理事者ならびに職員はそのままで、

お待ち下さい。休憩前に引き続き会議を開きます。 

 これから会計ごとに順次討論を行います。 

 まず始めに、平成 29年度幌加内町一般会計決算について討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

次に、平成 29年度幌加内町国民健康保険特別会計の決算について討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

次に、平成 29年度幌加内町後期高齢者医療特別会計決算について討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

次に、平成 29年度幌加内町介護保険特別会計決算について討論ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

次に、平成 29年度幌加内町簡易水道事業特別会計決算について討論ありませんか。  

（「なし」の声あり） 
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〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

次に、平成 29年度幌加内町下水道事業特別会計決算について討論ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

次に、平成 29年度幌加内町奨学資金特別会計決算について討論ありませんか。  

（「なし」の声あり） 

〇委員長（齋藤雅文君） 討論なしと認めます。 

 

 

◎採 決 

〇委員長（齋藤雅文君） これから会計ごとに順次採決を行います。 

この採決は挙手により行います。 

まず始めに、平成 29 年度幌加内町一般会計決算の件を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。したがって、認定すべきと決定しました。 

 次に、平成 29年度幌加内町国民健康保険特別会計決算の件を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。したがって、認定すべきと決定しました。 

 次に、平成 29年度幌加内町後期高齢者医療特別会計決算の件を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。したがって、認定すべきと決定しました。 

 次に、平成 29年度幌加内町介護保険特別会計決算の件を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。したがって、認定すべきと決定しました。 

 次に、平成 29年度幌加内町簡易水道事業特別会計決算の件を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。したがって、認定すべきと決定しました。 

次に、平成 29年度幌加内町下水道事業特別会計決算の件を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。したがって、認定すべきと決定しました。 

次に、平成 29年度幌加内町奨学資金特別会計決算の件を採決いたします。 

本案は、原案のとおり認定することに賛成の方は挙手を願います。 
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（全員挙手） 

〇委員長（齋藤雅文君） 挙手多数。したがって、認定すべきと決定しました。 

 

以上をもちまして本委員会に付託された議案第 34号、平成 29年度幌加内町各会計歳入歳出決算

認定の審査は全部終了いたしました。なお、議長への審査結果報告につきましては、委員長に一任

願います。 

 

 

◎閉会あいさつ 

〇委員長（齋藤雅文君）  

決算審査特別委員会を閉会するにあたり、一言ごあいさつ申し上げます。 

平成 30年９月 13日開催の第３回議会定例会において、決算審査特別委員会に付託となった議案

第 34 号 平成 29 年度幌加内町各会計歳入歳出決算認定について、当委員会はそれぞれ決算書及び

付属書類等に基づき慎重に審査した結果、両議案各会計決算認定については認定すべきと決定した

ところであります。 

なお審査の過程で貴重なご意見もありました。町長以下執行機関においては委員会での議論、意

見を十分に参酌されて新年度予算にも反映されることを強く望むものであります。委員各位におい

は、限られた時間内の中で膨大な決算の審査に当たられたご苦労に感謝するとともに不慣れな議事

進行にご協力いただき厚くお礼を申し上げ閉会のごあいさつとさせていただきます。ありがとうご

ざいました。 

 

〇事務局長（加藤誠一君） それでは町長から、ごあいさつをいただきたいと思います。 

 

○町長（細川正弘君）  

 決算審査特別委員会閉会にあたり、お礼を申し上げたいと思います。 

 延べ３日間に渡り委員の皆様には精力的にご審議を賜りお礼を申し上げますと共に、只今の採決

によりまして一般会計を含む各会計共に認定との採決をいただきました。 

 先般、小樽市で２年連続決算審査の結果が不認定される結論がでたところであります。やはり執

行者である我々が予算編成あるいは執行をする立場にとって、誠心誠意こめて丁寧に予算執行して

いかなければ、この様な事態もあるのかと感じたところです。今回もいろいろなご意見を賜ったと

ころです。次年度以降もよりよい町づくりのために、財政健全化を維持しながらバランスのとれた

町税を運営していきたいと思っておりますので、委員の皆様には叱咤激励、ご指導ご鞭撻を賜りま

すようお願い申し上げ閉会のご挨拶と致します。ありがとうございました。 

 

〇事務局長（加藤誠一君） ありがとうございました。 

以上をもちまして、決算審査特別委員会を閉会させていただきます。大変ご苦労様でした。 

 

閉会 午前１１時 ４分  


